
開 催 日 時

開 催 場 所

代　表　者 ねぎしかずこ

報　告　者
小林信行（総務）、山本けんじゅ（生活環境）、
渡辺光一（教育福祉）、石山満（都市整備）、
永井真人（観光）、角井基（100条）、伊藤順一（給食）

記　録　者 髙橋英昭（記録）、松岡和行　（パソコン操作）

参 加 人 数 7 名

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ観光で人を集めるのは良いが、災害時の対応をどう考えるのか。

Ａ観光施設は避難所になっていないところが多い。事業者を含め今後の課題とし

て検討したい。

ＱＥＳＣＯ事業が始まる以前は、街路防犯灯を毎年数カ所増やしてきたが、今は

報 告 内 容 申請しても１カ所しか増やせない。設置数を増やせないか。

Ａいくつかの町内会より、同じ問い合わせがきている。課題として捉えており、

今後しっかりと検討していく。

Ｑ地域運営協議会をどう思うか。議員はどのように関わっているのか。

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

横須賀市議会議長　様

　　　　　　　代表者　　ねぎしかずこ

議会報告会報告書

出 席 議 員

平成２９年４月２２日（土）　午後２時００分～３時４０分

武山コミュニティセンター

（質問・回答）

なく町内会、他部局との連携をしっかり取っていくよう問題提起したい。

地域ごとに考えがある。地域が発意に応えられる支援を今後も検討していく。

地域運営協議会は屋上屋のようなもの。本当に必要なのか。

ソレイユの丘は食事を改善すれば100万人以上を呼び込めるのではないか。

緊急時要援護者名簿が行政からくるが、町内会に加入していない方が多く、

貴重なご意見として、しっかりと伝えていきたい。

西地区海岸整備計画の審議会委員長の進め方が強引ではないか。もっと委員の

議員それぞれが、それぞれの考えや立場で関わっている。

　　　上記のとおり報告します。

平成２９年　４月２５日

声に耳を傾けるべきではないか。

議会としては様々な市民意見があることをしっかりと捉え、対応していく。

対応に困っている。

名簿をつくる福祉部では町内会加入状態まではわからない。投げっぱなしでは


